










新生児黄疸の光療法におけるビリルビン代謝は，初期には singlet oxygen を介する

photo-oxidation が主体と考えられていた。1971 年 Ostrow により光療法中の Gunn rats

胆汁中への間接ビリルビンの排泄増加が見出された。これと同じ現象が 1974 年

Lund&Jacobsen によりヒト新生児においても記載された。この現象は従来のビリルビンの

有機化学の常識では説明出来ずこの事実が大いに注目されるところとなった。1976 年

Bonnett らにより bilirubinⅨα(以下 BR と略す)の立体構造が X 線回折により解明され,

光療法の作用機序として光エネルギーによるビリルビンの立体異性化が注目される様に在

った。般に分子内に Z-configuration を有する物質は photochemica1 に Z→E への立体異性

化がおこることが知られている。ビリルビンは分子内の 3 つの bridge のうち△4 と△15

の二重結合がZ-configurationをとっているためこの2カ所で立体異性化がおこり,実際に

は EZ,ZE,EE の 3 種類の立体異性体が存在し得る。これらの E-configuration をとるともは

や水素結合が形成されなくなるため親水性が増すことになる。 


